2023年度（令和5年度）NPO法人瀬戸内オリーブ基金　助成

2023年度スタートアップ助成　応募について
· 下記の提出書類確認表を確認の上、下記まで郵送してください。
あわせて、助成申請書及び申請事業予算書については、電子ファイルを、CD-R、メール添付等の方法で事務局に送付してください。助成申請書及び申請事業予算書以外の文書については電子ファイルの提出は任意です。
申請先
NPO法人瀬戸内オリーブ基金　事務局
〒761-4661　香川県小豆郡土庄町豊島家浦3837-4

E-mail: info@olive-foundation.org
提出書類確認表
· 添付した書類にチェックを入れ、添付できない場合は理由を記入してください。
· 書類の添付がなく、かつ理由が明記されていない場合、審査対象外になる場合があります。
· ご提出いただいた書類、資料は返却できません。ご了承ください。
	団体名
	
	ふりがな
申請担当者
	

	連絡先
	電話　
E-mail　　


	書類名
	チェック欄
	添付できない理由

	提出書類確認表（本紙）
	
	

	当基金指定の助成申請書（8ページ）
（代表者の押印を必ずしてください。）
	
	

	当基金指定の申請事業予算書
	
	

	団体の定款、または規約・会則
	
	

	団体の役員名簿
	
	

	団体の概要、活動理念、活動内容等が分かる刊行物、写真、新聞記事等の資料
	
	

	団体の前年度の事業報告書、財務諸表（収支報告書、貸借対照表）
	
	

	団体の今年度、次年度分の事業計画書、収支計画書（活動予算書）
※中期計画書を策定している場合は合わせて添付してください。
	
	

	【法人のみ】履歴事項全部証明書(コピー可)
	
	


2023年度　瀬戸内オリーブ基金助成　申請書
NPO法人瀬戸内オリーブ基金
理事長　岩城裕　殿
　NPO法人瀬戸内オリーブ基金の活動助成を下記の通り、申請します。
　提出した情報については、瀬戸内オリーブ基金の運営委員、審査委員への開示及び
　瀬戸内オリーブ基金からの情報発信等に使用することを承諾します。
助成申込者
	申請日
	（西暦）
	2023
	年
	　　　
	月
	　　
	日

	団体名
	　

	団体住所
	〒
電話：　
FAX：　
E-mail：ホームページURL：

	団体代表者
	ふりがな
	

	
	役職
	　
	氏名
	　　印


連絡先（当基金からお問合せする際の連絡先と郵送物の送付先）
	連絡先
	〒
電話（携帯可）：　
FAX：
E-mail：　
ホームページURL：

	申請責任者
（担当者）
	ふりがな
	　

	
	役職
	　
	氏名
	　


申請書は枠内に収まるように具体的、かつ簡潔に記入してください。
1. 申請活動分野
申請する活動分野がどの分野に該当するのか、１つ選んで、レ点をつけてください。
	活動分野
	概要
	レ点

	瀬戸内海の自然環境に相応しい植生への回復
	山火事跡地、牧場跡地、河川敷等への植樹により、瀬戸内海周辺一帯の自然環境を保護したり、原状回復したりする活動。
	□

	
	外来植物の除去、地域固有種の植栽等、瀬戸内海の地域の固有植物を保護する活動。
	□

	里山、里海の育成
	生物の多様性や漁業資源を守る、土砂災害の防止等、森林の多様な役割を発揮できるような瀬戸内海周辺一帯で行われる環境保護、保全活動。
	□

	地域の緑化活動
	瀬戸内海周辺一帯での植樹等により、
	

	
	①地域の緑化を促進し、緑を中心として地域がつながるための活動。
	□

	
	②防災林、学校林等の都市の緑化に貢献する活動。
	□

	巨木の保全
	瀬戸内海地域にある巨木を保全することで、地域がつながるような活動。
	□

	環境学習活動
	体験プログラムを含み、地域の環境保全を目的にする、瀬戸内海周辺一帯で行われる学習活動。
	□

	
	体験を契機として、瀬戸内海の環境問題に取り組む次世代を育成する活動。
	□

	地域の環境保全等をテーマにした市民活動
	瀬戸内海周辺一帯の地域の環境問題を解決するために必要な、政策提言や住民運動等の活動。海ごみに関する活動。
	□


	申請事業名
	　

	助成申請額
	円（2023年度申請額）

	継続申請の有無
	2024年度継続申請予定　□　あり　　　□なし
2025年度継続申請予定　□　あり　　　□なし

	事業の概要
	


	事業実施地域
	


2. 団体概要
2.1. 申請団体概要
	団体設立日
	（西暦）　　　　　　　年　　　　　月　　　　日

	法人格取得日
	（西暦）　　　　　　　年　　　　　月　　　　日

	団体の目的・設立理念等
	　

	団体の事業内容
	　


	活動実績
	

	活動地域
	

	活動紹介の
WEBサイト
	


2.2. 組織体制
	
	2023年度（見込み可）
	2022年度実績

	役員数
	人（内有給　　人）
	　　人（内有給　　人）

	常勤職員数
	　　人（内有給　　人）
	　　人（内有給　　人）

	非常勤職員数
	人（内有給　　人）
	　　人（内有給　　人）

	正会員（個人）
	人
	人

	正会員（団体）
	団体
	団体

	協賛会員（個人）
	人
	人

	協賛会員（団体）
	団体
	団体

	その他協力者
	　　人
	　　人

	その他協力団体
	団体
	団体


2.3. 活動実施体制
	活動実施体制（内部の人員体制、外部の協力者等）について、人数・役割を含め、図式等を用いて分かりやすく、できる限り詳しく記入してください。※手書き可。

	


3. 助成金関連
3.1. 当基金への申請状況
該当の□にレ点を入れてください。過去の申請、助成実績は審査に関係しません。

□　初めて申請する。

□　過去に申請したが、助成を受けていない。（申請年度：



）

□　過去に助成を受けた。（助成年度：



）
（他団体からの支援があっても審査対象としています）
3.2. 申請事業について、他団体への助成申請状況について
	助成金名称
	申請金額
	申請状況

	 
	　　　　              円
	□申請中　□助成決定済

	
	
	□申請中　□助成決定済

	
	
	□申請中　□助成決定済


3.3. 団体が過去3年間に受けた助成金等（補助金等を含む。）
	助成金名称
	金額
	助成内容・助成対象事業名

	
	
	

	
	
	

	
	
	


4. 団体の中期的な目標、活動内容
	取り組む環境問題の現状、社会的課題について
	

	団体の3年後の
中期的な成果目標
	

	上記の成果目標を達成するための
中期的な活動計画
	

	活動を実施するための資金調達計画
	


5. 助成申請事業について
	申請事業の目的
・社会的意義や申請事業で解決したい社会的課題
	

	2023年度の活動により期待される成果

	成果目標

	
	数値目標（植栽面積、人数等の具体的な数値で目標を設定して下さい）

	他のNPOや地域への波及効果
	

	活動場所住所
（地図、写真を添付してください。）
	

	事業の具体的な内容
（活動場所の現況・課題、事業実施内容・方法）
	


6. 事業の今後の計画
	申請事業の計画・展望・期待される成果（助成申込み年度分）

	

	申請事業の5年後の計画・展望（資金調達計画を含む。）

	


7. 活動場所の使用許諾
レ点を入れてください。未承諾の場合、助成決定通知書発行前に再確認します。未承諾の場合、助成決定通知書の発行を保留します。
	土地所有者の承諾
	□承諾済み　　□未承諾　　□不要

	承諾不要の理由
	


8. 事業実施に際してのリスク、当基金への助成以外に行って欲しい支援
当基金の判断により、専門家の派遣等を中間支援として実施する場合があります。
	事業実施に際しての障壁、リスク

	

	障壁、リスクの解決方法

	

	当基金に助成以外に行って欲しい支援の有無と内容

	□　有り（下記に記載してください）　　□　無し



9. 実施スケジュール
別紙可。いつ、どのようなことをして、事業を実施するのかを具体的に記入してください。
継続申請を予定している場合は、継続申請予定年度の計画を含めて記入してください。
	年月
	内容

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	

	年
月
	


　
